
 長かった内戦が終わって平和になったカンボジアですが、国の復興はなかなか進まず、多くの人々

は貧困に苦しんでいます。特に農村では、貧しかったり親を亡くしたりして学校にすら行けない子

どもや、学校に行けても途中でやめてしまう子どもが後を断ちません。

 本会では、農村の子どもたちが学校に行けるようにと、教育資金をサポートしてくれる里親さん

を募集しております。

 思えば 76 年前、敗戦して焦土となった日本を救ってくれたのは、諸外国からの援助でした。カ

ンボジアも食料援助をしてくれました。日本の子どもたちもその恩恵を受け学校に行けるようにな

りました。豊かになった私たちが、今度は困っているアジアの子どもたちを支援する番です。

※お友達グループや職場など、グループ単位でサポートしていただくこともできます。
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 子ども１人につき １年間３万円。
・内訳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
  子どもへ直接支援する額＝12,600円（42％）
　年会費（会の運営に回す額）＝17,400円（58％）
・子どもへの直接支援額を高めるよう努力しております。
・一括納入、分割納入（毎月、年２回）のどちらも可。
  所定の郵便振替用紙を使いお振込みください。

・少なくても子どもが学校を卒業するまでの間、支援して
  頂けたら幸いです。やむを得ず子どもが中退する場合も
  ありますが、その際は別な子どもの支援をお願い申し上げます。

・子どもからは概ね６ヶ月に１度、近況を報告する手紙（日本語に
　翻訳）と写真が届きます。
・里親から手紙、プレゼントを届けることができます。
 （子どもから写真とお礼の手紙が届きます）

【教育里親会費】

【支援する期間】

【子どもとの交流】

Facebook に本会の活動を随時投稿しています　Facebook に本会の活動を随時投稿しています　

　

こ
の
20
年
間
、判
で
押
し
た
よ
う
に
隔

月
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
訪
問
し
ま
し
た
。と
こ

ろ
が
コ
ロ
ナ
が
流
行
し
て
か
ら
バ
ッ
タ

リ
途
絶
え
、自
粛
モ
ー
ド
も
相
ま
っ
て
自

宅
に
い
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

　

と
は
い
え
支
援
・
交
流
活
動
を
止
め
る

わ
け
に
も
い
か
ず
、今
は
や
り
の
Ｚ
Ｏ
Ｏ

Ｍ
を
使
い
オ
ン
ラ
イ
ン
で
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。そ
れ
で
も
対
面
に
勝
る
も
の

は
な
く
、早
く
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
て
普
通

に
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
行
け
る
よ
う
、願
っ
て

や
み
ま
せ
ん
。

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
は
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に

伴
い
こ
の
１
年
半
の
間
、断
続
的
に
休
校

が
続
い
て
い
ま
す
。都
市
部
で
は
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
を
し
て
い
ま
す
が
、本
会
が
支

援
す
る
田
舎
の
学
校
は
オ
ン
ラ
イ
ン
が

で
き
な
い
た
め
、週
に
１
回
登
校
し
て
宿

題
を
も
ら
い
、自
宅
学
習
し
て
い
ま
す
。

　

無
言
の
抵
抗
で
し
ょ
う
か
、こ
う
し
た

現
状
に
背
を
む
け
、退
学
す
る
生
徒
が
増

え
て
き
ま
し
た
。ま
た
、学
力
低
下
も
心

配
で
す
。若
い
世
代
は
ほ
と
ん
ど
罹
ら
な

い
病
な
の
で
、早
く
普
通
に
通
学
で
き
る

よ
う
、フ
ン
セ
ン
首
相
に
お
願
い
し
た
い

で
す
。

　

日
本
は
ネ
ッ
ト
環
境
に
恵
ま
れ
、対
面

授
業
と
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
並
行
し
て

授
業
は
続
い
て
い
ま
す
が
、気
が
か
り
は

小
中
高
校
生
の
自
殺
の
増
加
で
す
。昨
年

度
全
国
の
自
殺
者
数
は
２
万
９
１
９
人

で
、前
年
よ
り
７
５
０
人
増
え
ま
し
た

が
、小
中
高
校
生
の
自
殺
は
前
年
比
４

６
・
２
%
増
の
４
７
９
人
で
し
た
。若
い

女
性
の
自
殺
者
も
前
年
比
で
14
・
５
%
増

え
ま
し
た
。　

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
自
粛
生
活
を
強
い

ら
れ
た
結
果
う
つ
病
に
な
っ
た
り
、失
業

や
倒
産
で
命
を
絶
つ
決
断
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
人
た
ち
が
増
え
た
の
が
原
因
で

あ
る
こ
と
は
明
白
で
す
。若
者
は
コ
ロ
ナ

で
は
ほ
ぼ
亡
く
な
り
ま
せ
ん
が
、自
粛
の

過
剰
対
策
が
裏
目
に
出
て
命
を
絶
っ
て

い
る
が
分
か
り
ま
す
。

　

幸
い
に
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
み
、こ

の
会
報
が
皆
さ
ん
の
お
手
元
に
届
く
頃
、

６
５
歳
以
上
高
齢
者
の
大
半
が
接
種
を

終
わ
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。と
な
れ

ば
重
症
化
率
も
下
が
っ
て
医
療
ひ
っ
迫
が

解
消
さ
れ
る
と
と
も
に
、や
が
て
自
粛
生

活
も
終
わ
り
を
告
げ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。　
　
　
　
　

　

感
染
対
策
を
講
じ
た
上
で
日
常
が
戻

れ
ば
、若
者
も
自
由
に
生
き
る
こ
と
が
で

き
、人
生
を
謳
歌
す
る
こ
と
が
で
き
る

で
し
ょ
う
。若
い
時
の
１
年
は
、高
齢
に

な
っ
て
か
ら
の
５
年
・
10
年
に
匹
敵
す
る

ほ
ど
中
身
が
濃
い
も
の
で
す
。　

　

我
々
高
齢
者
の
多
く
は
、悔
い
な
く
充

分
生
き
ま
し
た
。若
い
人
た
ち
の
人
生
は

始
ま
っ
た
ば
か
り
、コ
ロ
ナ
自
粛
で
失
わ

れ
た
日
々
を
、今
か
ら
で
も
取
り
戻
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

カンボジア・フェスティバル
再々延期のお知らせ

　毎年東京「代々木公園」で開催していた「カ
ンボジア・フェスティバル」ですが、今年は場所
が変わり9月25日～26日、東京「芝公園」での開
催を予定しておりました。
　しかしながら先般実行委員会から、コロナ感
染終息のメドが立たないため、来年5月3日～4
日に再々延期するとの連絡を頂きました。
　皆様にお会いできることを楽しみにしておりま
したが、残念な結果になりました。なお、来年５月
に開催する場所は「代々木公園」になるそうです。

　オンラインで交流しませんか?

　この度、事務局にZOOMを
セットしました。現地にいる里子
や学校で学ぶ子どもたちとオン
ラインで交流することができま
す。また、会員相互のオンライン
交流も可能になりました。
　パソコンやスマホをお持ちの
方には、この機会に事務局（ホス
ト）とつながりませんか？
　詳細は事務局にお問い合わ
せください。

里親さんありがとう

↑きれいな水がでました ↑立派なトイレができました

　「桐生赤城ロータリークラブ」（群馬県桐生市）の資金協力により、この程カンボジア
の小学校に井戸とトイレ棟が完成した。
　完成したのは、ペレイ小学校（トゥボンクモム県メーモット郡、生徒数＝117人）。
６月30日、現地スタッフが訪問し、井戸とトイレの完成を確認した。
　カンボジアの小学校は、コロナの影響を受けて３月から休校しているため、生徒が
集まることができず通常の贈呈式は出来なかったが、学校周辺に住む生徒たちが集
まり、少人数で完成を祝った。
　この地域は人里離れた辺境にあり、井戸もトイレもなく生徒たちは不便な学校生活
をしていたが、この程の完成で生徒たちの学習意欲も高まることだろう。

コ
ロ
ナ
自
粛
で
失
わ
れ
た
日
々
を
取
り
戻
し
て
ほ
し
い

根

岸

恒

次

　カンボジアへの訪問が難しくなった昨今だが、コロナ禍で急に広まったＺＯＯ
Ｍを駆使し、現地カンボジアの皆さんと日本にいる会員さんらが６月５日にオンラ
インで交流、14人が参加した。画面越しではあるが久しぶり元気な姿を拝見し、皆
喜んでいた。続いて７月３日にも
２回目を開催、13人が参加した。
　本会では毎月第１土曜日の朝
10時～11時半にオンライン交流会
を定例化、興味ある会員さんの参
加をお願いしている。参加希望の
方は本会事務局に連絡を。
（☎０３―３９９１―２８５４）

週
１
回
登
校
し
宿
題
を
提
出

#9E2,street432,Sangkat Boeng Tumpum,
Khan Meanchey,Phnom Penh

「桐生赤城ロータリークラブ」が井戸とトイレを寄贈

オンライン交流会を定期開催
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本会は 20 0 3 年１月に東京都よりＮＰＯ法人の認証を受けました本会は 20 0 3 年１月に東京都よりＮＰＯ法人の認証を受けました

ウオッチ
カンボジア
ウオッチ
カンボジア

■
ワ
ク
チ
ン
証
明
書
発
行

スレイニッチ
　カンボジアで
は、中国で作ら
れた新型コロナ
の ワ ク チ ン を
使っています。
中国から寄付さ
れたものです。
カ ン ボ ジ ア で
は、ワクチン接
種を希望する人

が １０００ 万 人 い ま す が 、現 在
36 . 1 9％が打ち終わりました。プノン
ペンなどの都会で多く接種されていま
すが、地方の農村部はまだ先になりそ
うです。

現地スタッフからの
　カンボジアレポート

「
ク
メ
ー
ル
教
育
里
親
基
金
」
で
は
、
教
育
支
援
を
希
望
す
る
カ
ン
ボ
ジ

ア
の
子
ど
も
た
ち
を
会
報
紙
面
で
紹
介
い
た
し
ま
す
。
支
援
し
て
く
だ
さ

る
方
は
、
子
ど
も
の
名
前
を
添
え
て
事
務
局
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

（
先
に
里
親
が
確
定
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
承
知
く
だ
さ
い
）

　

ま
た
、
既
に
里
子
を
お
持
ち
の
方
も
歓
迎
い
た
し
ま
す
。
顔
の
見
え
る

マ
ン
・
ツ
ー
・
マ
ン
の
教
育
支
援
で
す
。

教育支援を
お願いします！
☎
０
３
・
３
９
９
１
・
２
８
５
４　

ロ
ー
・

チ
ャ
ン
ト
リ
ア
ち
ゃ
ん

︵
女
の
子
︶

●家族構成＝父親死亡母親のみ。
　妹がいる。現在母親、妹、祖母と
　暮らす。
●好きなこと＝本を読むこと。
●学校まで徒歩で20分。

リャサマイサマキー小学校
３年生（12歳）

テ
ー
ト
・

ジ
ア
ヴ
ェ
イ
ち
ゃ
ん

︵
女
の
子
︶

●家族構成＝父親死亡し母親のみ。
　姉１人、弟３人。現在母親、
　姉弟、祖母と暮らす。
●好きなこと＝本を読むこと。
●学校まで徒歩で30分。

●
家
族
構
成
＝
父
親
死
亡
し
母
親
の
み
。

　

兄
弟
な
し
。
現
在
母
親
と
暮
ら
す
。

●
好
き
な
こ
と
＝
本
を
読
む
こ
と
。

●
学
校
ま
で
徒
歩
で
20
分
。

アムプレピン小学校
６年生（11歳）

タ
ン
・
セ
ン
ホ
オ
君

︵
男
の
子
︶

アムプレピン小学校
３年生（９歳）

●
家
族
構
成
＝
父
親
死
亡
し
母
親
の
み
。

　

妹
が
い
る
。
現
在
祖
父
母
、
妹
と
暮
ら　

　

す
。(

母
親
は
再
婚
し
家
に
い
な
い
）

●
好
き
な
こ
と
＝
縄
跳
び
を
す
る
こ
と
。

●
学
校
ま
で
徒
歩
で
15
分
。

アムプレピン小学校
６年生　（11歳）

シ
ア
ン
・
カ
ニ
カ
ー
ち
ゃ
ん

︵
女
の
子
︶

リャサマイサマキー小学校
３年生（12歳）

ク
イ
・

チ
ャ
ン
ダ
ー
ち
ゃ
ん

︵
女
の
子
︶

●家族構成＝父親死亡し母親のみ。
　姉が３人いる。現在母親と暮ら
　す。
●好きなこと＝絵を描くこと。
●学校まで徒歩で20分。

カンボジアの教育に一石を投じたいその前に　

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
感
染
拡
大
す

る
中
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
進
ん
で
い

る
。６
月
23
日
現
在
で
１
回
目
終
了
者

が
５
７
６
万
人
、２
回
目
終
了
者
が
３

１
３
万
人
と
な
っ
て
い
て
、11
月
に
１

０
０
０
万
人
の
接
種
完
了
を
め
ざ
し
、

集
団
免
疫
獲
得
が
期
待
さ
れ
る
。人
口

比
で
は
日
本
の
先
を
行
っ
て
い
る
。

氷屋

   

０
３
・
３
５
５
７
・
１
２
１
３

FAX

投稿投稿

　写真は、５月に

私がシェムリアッ

プの田舎を旅して

いる時に遭遇した

象です。１頭、２

頭、２頭、２頭と、

グループに分かれ

て歩いています。

これは珍しいと思

い、道の脇でカメラを構えていましたが、すれ違う時はあまりの大

きさに、ライオンよりも強い猛獣という事を思い出しました。地蔵

の如くまばたき一つせず、息を止めるしかありませんでした。

　象の後を歩く人に話を聞いてみると、普段はアンコールワットの

近くのバコン山で観光客の相手をしているそうですが、今は観光客

がいないため、田舎の方で飼っているそうです。今日は、森の中で

草を食べて家に帰る途中でした。

　象の後ろをついてインタビューしていると、象から強烈な獣臭を

感じました。思わず「臭い」とカンボジア語で言ってしまいましたが、

それが象に聞こえたようで２頭とも振り返りました。象に悪口を言っ

ているのがバレたと思いました。

　身の毛がよだつ思いをしましたが、象は私に一瞥し、また前を向

いて歩いていきました。象からすれば、私など虫けら同然なのかも

しれません。

青木貴之（プノンペン在住、会社員）

象のコロナ暇

■
進
む
ワ
ク
チ
ン
接
種

　この程カンボジアの小学校と村に、手押
しポンプ式井戸が３つ完成した。
　カンボジアの小学校はコロナの影響で断
続的に休校しており、長い間井戸建設がで
きなかったが、学校の協力でようやく井戸
建設が進み、この程３か所の井戸が完成し
た。6月 30 日に現地スタッフが小学校を訪
問、井戸の完成を確認した。
　完成したのは、澤木和子様寄贈の「バン
ハイホォース小学校」（トゥボンクモム県
メーモット郡、生徒数＝92人）、上甲亀安・
純子様寄贈の「ドォーン小学校」（トゥボ
ンクモム県メーモット郡、生徒数＝246人）、
松原睦美様寄贈の「ドォーン村」（トゥボ
ンクモム県メーモット郡、村民数＝1,149
人）の３か所。
　学校が休校中のため、近所に住む生徒た
ちが集い、少人数で井戸の完成を祝った。
　井戸の深さは平均して約 40 メートル、
ヒ素などの水質検査を実施しているので、
生徒や村民には安心・安全な井戸水を提供
することができる。

⇦
澤木和子様
寄贈の井戸

⇦
松原睦美様
寄贈の井戸

上甲亀安
　・純子様
寄贈の井戸

⇨

　

日
本
は
ま
だ
検
討
段
階
だ
が
、カ
ン

ボ
ジ
ア
は
ワ
ク
チ
ン
２
回
終
了
者
に
対

し
証
明
書
を
発
行

し
て
い
る
。ワ
ク
チ

ン
パ
ス
ポ
ー
ト
と

も
い
え
、国
内
移
動

の
際
に
提
示
を
求

め
ら
れ
る
こ
と
も

あ
る
と
い
う
。

■
日
本
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

へ
救
急
車
30
台
を
寄
贈

　

日
本
は
、
経
済
社
会
開
発
計
画

（
医
療
機
材
支
援
）と
し
て
、カ
ン
ボ

ジ
ア
に
救
急
車
30
台
を
寄
贈
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
日
本
は
、カ
ン
ボ
ジ
ア

政
府
か
ら
の
要
請
で
救
急
車
70
台
、

Ｘ
線
装
置
10

台
、
超
音
波

診
断
装
置
26

台
、
集
中
治

療
室
（
Ｉ
Ｃ

Ｕ
）ベ
ッ
ド
１

０
０
台
な
ど

を
提
供
し
て

い
る
。

■
カ
ン
ボ
ジ
ア
最
大
の
滝

　

モ
ン
ド
ル
キ
リ
県
に
あ
る
カ
ン
ボ

ジ
ア
最
大
の
滝
。プ
ノ
ン
ペ
ン
か
ら

は
車
で
６

〜
７
時
間

か
か
る
が
、

一
度
は
行
っ

て
み
た
い

迫
力
あ
る

滝
。

　

プ
ノ
ン
ペ
ン
の
環
状
３
号
線
か
ら
シ

ア
ヌ
ー
ク
ビ
ル
に
通
じ
る
、片
側
２
車
線

総
延
長
１
９
０
キ
ロ
の
高
速
道
路
が
、

50
％
仕
上
が
っ
た
。現
在
の
国
道
４
号
線

は
片
側
１
車
線
で
渋
滞
が
ひ
ど
く
、５
〜

６
時
間
要
す
る
こ
と
も
あ
る
。新
た
に
高

速
道
路
が
開
通
す
れ
ば
、所
要
時
間
は
２

時
間
〜
２
時
間
半
に
な
る
。２
０
２
３
年

に
完
成
す
る
見
通
し
。

■
人
命
救
助
の
ヒ
ー

ロ
ー
ネ
ズ
ミ
「
マ
ガ
ワ
」

が
引
退

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
地
雷
探
知
で
活
躍

し
た
、ア
フ
リ
カ
オ
ニ
ネ
ズ
ミ
の「
マ

ガ
ワ
」が
引
退
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

活
動
か
ら
５
年

を
迎
え
、
動
き

が
鈍
く
な
っ
て

き
た
た
め
だ
と

い
う
。「
マ
ガ

ワ
」
は
こ
の
５

年
間
で
地
雷
71

発
、
不
発
弾
38

発
を
発
見
し
、

東
京
ド
ー
ム
約

５
個
分
の
敷
地
を
人
々
が
住
め
る
よ

う
に
し
た
。感
謝
！

■
プ
ノ
ン
ペ
ン
ー
シ
ア
ヌ
ー
ク

ビ
ル
高
速
道
路
50
％
完
成 ワクチン証明書

ヒーローネズミ

カンボジア初の高速道路

ワ
ク
チ
ン
接
種

救
急
車
寄
贈

カンボジア最大の滝

カンボシアの小学校に３つの井戸が完成
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本
会
で
は
、
病
気
や
事
故
、
親
の
離
婚
な
ど
に
よ
り
両
親
や
片
親
を
な
く
し
た
り
、
親

が
い
て
も
貧
し
い
家
庭
環
境
に
あ
る
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
２
０
０
３
年
に
﹁
ク
メ
ー
ル
教
育
里
親
基
金
﹂
を
創
設
、
現
在
３
１

０
人
の
子
ど
も
た
ち
を
教
育
支
援
し
て
い
る
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
爆
発
に
よ
り
、
感
染
者
累
計
は
６

万
人
を
超
え
死
亡
者
も
千
人
を
超
え
た
。
３
月
以
降
、
全
国
す
べ
て
の
学
校
が
休
校
と
な

り
、
一
部
の
学
校
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
行
い
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
が
で
き
な
い
地
方

の
学
校
で
は
生
徒
が
週
１
回
登
校
し
、
先
生
か
ら
宿
題
の
指
導
を
受
け
て
い
る
。

　
教
育
里
親
の
皆
さ
ん
が
里
子
に
会
っ
て
交
流
す
る
た
め
の
﹁
カ
ン
ボ
ジ
ア
訪
問
旅
行
﹂

に
つ
い
て
は
、
昨
年
３
月
を
最
後
に
中
止
が
続
い
て
い
る
。
当

分
訪
問
が
難
し
い
た
め
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
使
い
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

里
子
交
流
を
始
め
た
。

　
６
月
５
日
に
杉
田
様
が
、
６
月
18
日
に
村
西
様
が
現
地
に
い

る
里
子
と
会
話
し
交
流
し
た
。
現
地
で
は
本
会
ス
タ
ッ
フ
が
パ

ソ
コ
ン
を
持
参
し
、
里
子
の
家
か
ら
交
信
す
る
。
　
里
子
と
の

オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
務
局
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
︵
☎
０
３―

３
９
９
１―

２
８
５
４
︶

　本会のカンボジア事務所では現
地スタッフが、教育里子が通学す
る小学校（27校）を隔月に訪問、
教育里親様より頂戴した年会費（1
人の里子につき３万円）の中か
ら、42％に当たる12,600円を６回
に分け、米ドルに換金して届けて
いる。
中学校、高等学校に通う教育里子
も出身校の小学校に集まり、支援
金を受け取っている。
６月上旬に４月と５月分を、現地
スタッフが各学校を回り届けた。
カンボジアの学校は、コロナウイ
ルスの感染拡大により休校中。次

の支援金を
届ける頃に
は開校する
ことを願っ
ている。

里子への教育支援金を
隔月に届けています

・ 通学用かばん 3,000 円

(手紙はメールで、現地に送ります)

支援金を届けました

投稿投稿

　カンボジアの地

方、モンドルキリ

州から帰る途中、

小学生たちに会い

ました。学校は休

校していますが、

時々登校して宿題

を見てもらってい

ます。

　貧しいながら、

勉強を頑張ってい

る生徒たちに驚き

ました。学校はど

こ？と聞いたら、

「あっちの方」と指さしました。家から学校まで

30分かかるそうです。

　将来の自分のため頑張って勉強してね！という

と、張り切って「ハイ！」と返事してくれまし

た。素晴らしい生徒たちです。

パンニャ（プノンペン在住、旅行会社経営）

貧しいけど勉強頑張る！　

投稿投稿

　今から20年近く前の事になりますが、私は友人と観光でカンボジアを訪れました。

　就学時の子供が観光地で外国人相手に物売りをしているのは、発展途上にあるアジア諸国ではありふれた光

景で、当然カンボジアにも、観光スポットで土産物を売っている子供達がいました。カンボジアの青年ガイド

には「きりがないので相手にしないように。」と言われていました。

　ある有名な遺跡に行った時も車から降りて遺跡の門に向かう途中で、小学校低学年位と思われる１人の少女

が「絵葉１＄」と言い寄ってきました。私は少女の方を見ないよう俯き、歩調を速めました。

　すると少女は、どこで覚えたのだろう日本語で「お姉さん、目見て」と自分の瞳を指しました。そしてどう

やら、絵葉書を買ってもらえそうにないのを悟ったのか、次に「甘いのちょうだい」と言いました。

　その少女は、現在20代になっている事でしょう。子供がいるかもしれません。彼女は大人になる過程で、ど

んな将来を思い描いていたのか、未来を夢見る事があったのでしょうか。

　もし彼女が今不本意な状況に陥っているとしたら、それは学校にも行かず、生活費を稼ぐため物売りなんか

をしていた彼女の責任でしょうか。

　私はその少女と、ガイドの青年や異国の地での外国人としての自分とを分け隔てるものが良く分かりませ

ん。富裕層と貧困層、知能や容姿や資産に恵まれ偉業を成し遂げた人と市井の人、日々の生活を送るのが精一

杯の人との間に『人』として優劣や上下がつくのか、何故青年ガイドは物売りの子供達に対し見下したような

態度をとるのか分かりません。「そういうものだ」と記憶するのは簡単なのですが、理解ができないのです。

　カンボジア観光での事はずっと心に引っかかっていましたが、正直里親

になったのは偶然やタイミングです。

　里子とは深い交流が出来ているとは言い難いのですが、それが彼の望み

であればそれで良いと納得しています。

　里子に何かを期待するとしたら、自由に何にも縛られる事なく自分の思

うよう将来を夢見る事です。

　そして、私に対し感謝をするような時がきたらそれは他の生命に対し、

何か出来る事がある時に手を差し伸べられる人物になってくれたら良いと

思っています。

埼玉県里親会員（匿名希望）

手を差し伸べられる人物になってくれたら・・・・・

オンライン里子訪問が実現

投稿投稿

　創立20周年おめでとうござ

います。

　私は縁あって貴会に入会し

てまもなく2003年に、初めて

カンボジアへ里子訪問しまし

た。まだ私はその頃のカンボ

ジアの知識が少なく、未知の

世界でした。

　友達から「なんで？どうし

て？カンボジアへ？」「大丈

夫？地雷踏まないで！」と不安な餞別の言葉でした。
　空港に降り立った時、鳥の大群の鳴き声が「ウエル

カム、ウエルカム」と聞こえました。その時からカン

ボジアに魅せられ、カンボジアにハマって今に至りま

す。

　里子たちも色々な事情で何人も変わりました。今は

結婚し、良いお父さん、お母さんになっているかな

～？？？ 会ってみたい気持ちでいっぱいです。

　20年たっても子どもたちの支援が必要な国カンボジ

アです。できる範囲で微力ながら支援させていただき

ます。

　コロナ禍の生活で腰痛のため筋力つけ、体力作りを

してカンボジアへ行けるように、頑張っています。　

早くコロナ収束！終息しますように！！

園田美代子（群馬県、里親会員）

できる範囲で微力ながら・・・

コロナで沈みがちの日々ですが、カンボジアの子どもたちの笑顔を見て癒されてください。
ワクチン接種も進み、長いトンネルの出口が見えてきました。あと少しの我慢です。
コロナで沈みがちの日々ですが、カンボジアの子どもたちの笑顔を見て癒されてください。
ワクチン接種も進み、長いトンネルの出口が見えてきました。あと少しの我慢です。

子どもたちの笑顔

写真提供：遠藤 啓様
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●教育里親会員　　　２１９名
●個人会員　　　　　　８６名
●団体会員　　　　　　９団体
●寄付協力者（随時）　５６名
　合　　　計　　　　３７０名

本会の会員状況をお知らせいたします
（2021年６月末日現在）

　本会では、書き損じハガキ・未使用の切手やビー

ル券やデパートの商品券を集め、活動資金にしており

ます。皆様の家に眠っているものがございました

ら、ぜひ、ご協力くださいますよう、よろしくお願

い致します。普通郵便で事務局へお送りください。
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１. サポートしてくださる子どもの人数　　[　　　　　　]　人

２. サポートしてくださる子どもの性別　　① 男の子　　　　　　　② 女の子　　　　　　　③ どちらでも

３. その他　[ 具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　]　　　　　　　

＊入会してくださる方は所定の事項をご記入のうえ、本会事務局までお送りください。　　　　　　
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～コロナ感染対策～
春さんのカンボジアレポート

里親会員　　鈴木春男（カンボジア・シェムリアップ在住）

　カンボジアの武漢コロナ状
況ですが、昨年は陽性感染者
が極めて少なく死者もゼロで
したが、今年２月に中国人女
性脱走事件から市中感染が拡
大して、３月には死者が出てし
まいました。カンボジアは、１
年遅れてコロナ禍が始まった
ようです。
　陽性者と死者はじわじわと
増えて、４月にプノンペン等にロックダウンが実施されました。６月20日時点で42,711人を記録、
連日平均で陽性者600人と、死者４人の発生が続いています。ロックダウンは６月になり解除されま
したが、地域ごとの様々な規制・制限の通達が出されています。
　当局は感染対策を要請していますので、街の商店は小さな店舗までが入口に検温器とアルコール
洗浄器を置き、入口ドアに紐や張り紙して店内入りの制限をしています。なので買い物がし難い事、こ
の上ありません。
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カンボジア
ミニミニ

、
育
飼
ン
オ
イ
ラ

当
ン
ペ
ン
ノ
プ

護
保
が
局

ワ
が
性
女
歳
１
０
１

内
国
、
種
接
ン
チ
ク

齢
高
最
で
者
種
接

２
が
相
首
ン
セ
ン
フ

離
隔
間
週
２
の
目
度

置
措

、
ン
ブ
レ
イ
ン
ブ
セ

店
号
１
ア
ジ
ボ
ン
カ

業
開

工
修
改
線
号
３
道
国

へ
了
完
に
月
９
、
事

シ
る
あ
れ
恐
の
滅
絶

国
ア
ジ
ボ
ン
カ
を
カ

見
発
で
内

子どもの笑顔に会えるのはいつの日か


